
 

 

 

決めたことを粘り強く、最後まで 

 学校に元気な子ども達が戻ってきました。長い夏休み中、ご家庭で見守っていた 

だきましたこと、心から感謝申し上げます。 

 学期はじめは、子ども達の心身の負担を減らすため、緩やかに学校生活をスター 

トします。あわせて、急激な変化に、不安や心配を抱えている児童もいることか 

ら、全ての教師で子どもに関わり、観察し、子どもの状態の把握に努めていきま 

す。保護者の皆様と情報共有できれば、大変ありがたいことです。 

 ２学期は、運動会や音楽会など大きな学校行事だけでなく、生活科や総合的な学 

習の時間などで、校外へ学習に行ったり、ゲストティーチャーをお招きしたりして 

学習を進めます。「いろいろな人と出会う」ことで、教科で学んでいることと、自分 

たちの日常をつなげる学びをしていきます。「なぜだろう？」「どうしてかな？」そ 

んな子ども達の疑問を大切に、自分から、のびのびと学習を進められるよう、取り 

組みます。 

 ２学期も、子ども達が自分で決めためあてに向かって、粘り強く取り組み、「在り 

たい自分」を更新できるよう、取り組んでいきます。皆様、どうぞよろしくお願い 

します。 

 

【8/24 第２回学校運営協議会が開催されました】 

学校運営協議会は、学校、PTA、とよおかコミュニティ３１、市街地区長

会、地域住民などで構成され、地域ぐるみで子どもを育てていく組織です。「つ

ながりひろがれ、豊小っ子～あいさつ・笑顔・チャレンジ～」をめざす子ども

像にして、協議や取組を進めています。今回は、以下の点が協議されました。 

○学校中間評価について 

○全国学力学習状況調査の児童質問紙について 

○子どもの読書離れについて 

○だんじりパレードの安全対策及び今後について 

○豊岡小学校学習支援ボランティアの募集について 等 

 

 それぞれのお立場から、建設的な意見がたくさん述べられました。 

「子育てにはひとつの村が必要だ」とも言われます。学校はもちろん、家庭や

地域、地区のイベントなどでも、たくさんの大人と「出会い」「知り合い」「ま

なぶ」ことができれば、良い大人の中でよりよく育つことができるものと期待

しています。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 学校教育目標：『在りたい自分を創る主人公』 
 

２ ０ ２ 6 ( Ｒ 8 ) 年 ９ 月 １ 日 

豊岡市立豊岡小学校 学校だより 

No.7 児童数 29５名 

校長ブログ→ 



★７月に実施しました中間学校評価の結果をお知らせします。 

中間学校評価（保護者）  R8 R7 
①学校は，子どもを中心に据えた学び合いの場面（考える場面，話し合う

場面，児童が説明する場面等）を大切にした授業をしている。 
94% 99% 

②学校は，児童が分からないところを個別指導などで丁寧に教えてい

る。（休み時間，放課後がんばりタイム等を含む） 
88% 83% 

③ 道徳の授業を中心とした全ての学校活動を通して，児童の道徳的な

判断力，心情，実践意欲が身についてきている。 
89% 92% 

④外国語の学習を通して，児童の英語に対する興味・関心が高まってき

ている。 
74% 78% 

⑤ 児童には，学級活動や異年齢集団での活動を通して，やりぬく力，自

制心，協働性など非認知能力が向上している。 
95% 95% 

⑥ 学校は，教育目標「在りたい自分を創る主人公」を中心にすえた教育

活動をすすめている。 
90% 89% 

⑦ 学校は，オープンスクールやホームページ，学校だより，学級通信等

を通して，学校での子どもの様子を知らせ，豊岡小学校らしい取組をすす

めている。 

92% 95% 

⑧「眠育」の視点から生活習慣の改善を図ったり，家庭学習のすすめで

よりよい学習環境や習慣を身につけたりしている。 
80% 84% 

⑨学校は，児童に寄り添い，児童の話を丁寧に聴いている。 87% 94% 

⑩学校は，「いじめ」や「問題行動」「不登校」に対して，適切に対応をして

いる。 
88% 93% 

⑪学校は，交通安全学習・防災訓練・防犯訓練などを通して，自らの命を

守るための知識や主体的に判断し行動する力の育成に努めている。 
96% 97% 

⑫児童は，自らの変容や成長を自覚し，目標に向かってがんばる力が身

についている。 
89% 94% 

⑬様々な体験活動や多様な人との関わりを通して，自他の人権を尊重

し，自尊感情が高まっている。 
86% 93% 

⑭児童には，防災や防犯について自らの命を守るためにとるべき行動が

身についている。 
85% 98% 

⑮児童は，睡眠をはじめとする基本的生活習慣の定着に向けて，主体的

に実践している。 
73% 79% 

⑯学校は，ICT機器を活用した授業づくり（デジタル教科書やタブレット端

末の活用，情報モラル教育やプログラミング教育の推進など）に取り組ん

でいる。 

93% 94% 

⑰児童は，主体的に読書に進んで取り組んでいる。 55% 63% 

今後、改善に取り組みます。多くの貴重なご意見ありがとうございました。 


